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 改修費用の 

        最大５５万２千円 まで補助します 

 
あなたの家の瓦は大丈夫ですか？ 
 

徳島市では，強風による住宅の屋根の被害を防止し，市民生活の安全 

を確保するため，令和３（２０２１）年１２月３１日以前に建築された 

瓦ぶきの住宅について，瓦屋根の耐風診断及び耐風改修工事に必要な費 

用の一部を補助します。 
 
補助制度について 
 

対 象 者 ▽ 市内の「瓦屋根の住宅」の所有者又は居住者 

      市税の滞納がない 

対象となる ▽ 居住している住宅(長屋，共同住宅，兼用住宅※を含む) ※住宅以外の床面積の合計が延べ床面積の１/２未満 

住   宅  瓦屋根（粘土瓦，プレスセメント瓦）で，令和３年１２月３１日までにふかれた住宅 

       建築基準法の規定に著しく違反していない 
補 助 内 容  

項 目 補 助 対 象 補助率・補助額 

耐風診断 

●瓦屋根の緊結方法が[基準]に適合しているかどうか専門家に依頼する費用 

《専門家》 次のいずれかに該当 

⑴ 瓦屋根診断技士，かわらぶき技能士(1 級，２級)，瓦屋根工事技士 

⑵ 建築士事務所に勤務する建築士 
 

●補助率 診断費の２/３以内 

●補助額 最大２．１万円/棟 

耐風改修

工 事 

●専門家による耐風診断の結果，[基準]に適合していない瓦屋根 

●[基準]に適合する屋根への葺替え，改修する工事費用   ※瓦屋根以外への改修も可 

《施工業者》 次のいずれかに該当（瓦屋根に葺替え，既瓦屋根を落下防止する場合は，⑵の関与が必修） 
 ⑴ 県内に本店，支店，営業所を開設している又は県内に居住する一定条件を満たす者 

⑵ 瓦屋根診断技士，かわらぶき技能士(１級，２級)，瓦屋根工事技士が在籍する県内に本店，

支店，営業所を開設している者 
 

●補助率 工事費※の２３％ 

●補助額 最大５５．２万円/棟 

※補助対象限度額 

２．４万円×屋根面積(㎡) 
（上限２４０万円/棟） 

 [基準]：右図のように全ての瓦が屋根に留め付けられている。（令和４年１月改正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

風が強まる前に家周りの強風対策を!! 

住宅の 

瓦屋根の耐風改修工事費を補助します 

改修の前に 

「診断」が 

必要です 

 

▼ 

これまで 
これから 
令和４年 

１月１日～ 

✦ この補助制度に関するお問い合わせは，都市建設部 建築指導課（本庁４階）まで 
TEL ０８８－６２１－５２７２  FAX ０８８－６２１－５２７３ 
E-mail kenchiku̲shido@city-tokushima.i-tokushima.jp 
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相談から補助までの流れ 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

※1：補助要件を確認するため事前相談が必要です。 耐風改修工事は工事前に補助による耐風診断を行う必要があ 

ります。 ただし，強風等で被災し，明らかに[基準]に適合していない，又は専門家が補助要件と同等の耐風 

診断を実施した場合は，補助による耐風診断を省略できることもあります。詳しくは，お問合せください。 

 

 

 
 

※2：補助要件を満たした場合に内定通知を行います。 補助要件を満たさない場合（補助対象外）は通知されません。 

※3：交付申請は，内定通知を受けた日から６０日又は内定を受けた日が属す年度の２月末までのいずれか早い日までに行って

ください。 申請又は期日延長の連絡が無い場合は，補助金の交付を辞退したものとします。 

※4：耐風改修工事が行いたい場合は，耐風診断と併せて申請ができます。 ただし，耐風改修工事への着手は，徳島市が通知

する「➐耐風改修判定」の受領後になります。  
交付申請は，次の⑴から⑸の書類に受けたい補助メニューに応じた必要書類を添えて提出してください。 

⑴ 補助金交付申請書（様式第２号）               ⑵ 事業計画書（様式第３号） 

⑶ 申請者が住宅に居住していることが確認できる書類（住民票その他住宅に居住していることが確認できる公的機関等が交付した書類の写し） 

⑷ 住宅と確認できる書類（建築物の登記事項証明書その他住宅と確認できる公的機関等が交付した書類の写し） 

⑸ 住宅部分と店舗等の部分が確認できる平面図（兼用住宅の場合のみ ※各々の床面積が計算できる寸法を記入したものに限る） 

□耐風診断のみの場合 [補助までの流れ：①→❷→③→❹→⑤→⑨→➓→⑪→⑫] 

・耐風診断の見積書の写し                  ・耐風診断を行う診断者の資格を証する書類の写し 

□耐風診断と併せて耐風改修を行う場合 [補助までの流れ：①→❷→③→❹→⑤→⑥→➐→⑧→⑨→➓→⑪→⑫] 

[申請時に提出] 

・耐風診断及び耐風改修の見積書の写し    ・診断者の資格を証する書類の写し    ・屋根面積が確認できる耐風改修後の屋根伏図 

[耐風診断後又は耐風改修の着手前に提出] 

・完了実績報告の「耐風診断のみの場合」に提出する書類  

・耐風診断の結果が[基準]に適合しない場合は，次の書類も併せて提出のこと。 

ただし，[基準]に適合しないと仮定して申請時に提出した場合又は[基準]に適合する場合は要しない 

(ア) 施工業者の資格を証する書類の写し     (イ) 工事管理者の資格を証する書類の写し      (ウ) 耐風改修の内容が確認できる設計図書 

□耐風診断の補助金受領後に耐風改修工事を行う場合 [補助までの流れ：③→❹→⑧→⑨→➓→⑪→⑫] 

・屋根面積が確認できる耐風改修後の屋根伏図   ・上記の(ア)から(ウ)の書類   ・耐風診断支援事業による瓦屋根上調査票（様式第１０号）の写し 

※5：交付決定通知前に耐風診断等の契約をすると補助対象となりません。 

※6：「耐風診断のみ」の申請の場合は，耐風診断完了後に「⑨完了実績報告」を行ってください。 

※7：補助メニューが「耐風診断と併せて耐風改修を行う場合」で，耐風診断の結果が[基準]に適合した場合は，補助金交付変

更申請が必要になります。  

※8：申請当初の見積り金額から変更があった場合は，変更申請が必要になる場合があります。 

※9：完了実績報告の締め切りは，原則２月末日です。期日に間に合わない場合はお問い合わせください。 
 
完了実績報告は，次の⑴から⑷の書類に実地した補助メニューに応じた必要書類を添えて提出してください。 

⑴ 完了実績報告書（様式第７号）     ⑵ 補助金精算書（様式第８号）     ⑶ 契約書の写し（変更が生じた場合は，変更契約書の写しも提出） 

⑷ 領収書の写し（受領委任の場合は，工事代金から補助金を差し引いた金額の領収書の写し） 

□耐風診断のみの場合 

・瓦屋根耐風診断報告書（様式第９号） ・瓦屋根上調査票（様式第１０号） ・現地調査の写真（住宅の全景，調査状況が確認できるもの） 

□耐風診断と併せて耐風改修を行う場合    □耐風診断の補助受領後に耐風改修工事を行う場合 

・完了確認書（様式第１１号）         ・工事写真（改修前後の写真，工事中の写真，材料検収など） 

※10：補助金は，徳島市から施工業者等に直接支払う（受領委任）こともできます。 

事前相談は，次の必要書類を添えて提出してください。 ※各申請等に必要な書類は，ホームページで確認できます。 

⑴ 事前相談書（様式第１号）      ⑵ 住宅の付近見取り図      ⑶ 耐風診断に関する同意書（貸家又は借家の場合に限る） 

⑷ 瓦屋根のカラー写真（住宅の全景及び瓦屋根と確認できるもの ※強風等により被災している場合は被災状況が確認できる写真も提出） 

「① ③ ⑤ ⑥ ⑧ ⑨ ⑪ ⑫」は申請者が，「➋ ➍ ➐ ➓」は徳島市が行います。 
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